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はじめに
　日本では、未婚化、晩婚化による少子化が将来に
わたる大きな社会問題かつ政治問題となっており、
子育て、ワークライフバランス、女性活躍推進など
に関する政策対応がなされている。一方、東アジア
や東南アジア（本稿では「東アジア」と総称する
が、括弧なしの場合は従来の地域区分である）にお
いても、合計出生率が1.3以下の「超少子化国」と
いわれる極めて低い出生率の国々が出現し、１台湾
は2010年に0.895という「恐るべき低出生率」となり、
2009年の韓国、シンガポールもそれぞれ、1.15、1.22
と「超少子化国」にとどまっているという状況が報
告されている。２ 「東アジア」には、カンボジア，ラ
オス、フィリピンなどのように、依然として高い出
生率を維持している国々もあるが、いわゆる人口置
換水準を下回る出生率を示している国々が増えてき
ており、全体として少子化の動向が明らかになりつ
つある。「東アジア」の世界経済における重要性が
高まっている現在、このような地域全体における少
子化現象を確認し、今後の人口学的動向と「東アジ
ア」の社会経済状況への影響を検証していくことが
今後は必要であろう。
　本稿では、東南アジアの「イスラーム社会」であ
るマレーシアを取り上げて、同国における少子化の
動向と、とりわけ若者の結婚と出生に関する意識に
ついて検討し、今後の人口変動に対する影響を確認
することとする。同国を取り上げる理由のひとつは、
筆者が指導する早稲田大学人間科学部の専門ゼミが
マレーシアのマラヤ大学（University of Malaya）
学生意識に関するアンケート調査（マラヤ大学学生
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意識調査と略称）を1990年代後半から16年間にわ
たって実施して収集した関連データがあることであ
る。また、マレーシアが多民族国家として、マレー
系、華人系、インド系を主要民族として擁しており、
民族ごとの少子化現象の一端を比較できることにも
ある。なお、マレーシアは、東南アジアではシンガ
ポールに次ぐ経済発展の実績を有し，2020年の先進
国入りを目標としており、「イスラム金融」や「ハラー
ル認証」を軸に、イスラーム世界のひとつの中心を
目指した国造りにも積極的である。
　はじめに、「東アジア」とマレーシアにおける結
婚と出生の推移を確認し、マラヤ大学学生意識調査
を概観した後に、継続的に実施してきた調査項目の
うち、大学生の結婚や出生に関する意識に関する結
果を材料として、当該期間におけるマレーシアの社
会変動の中での、学生意識の経年的変化を追跡して
その意義を検討することにした。筆者は、2005年の
拙稿において、前年までのマラヤ大学学生意識調査
データの検討を行っており、３本稿はその後の10年
間の変化を視野に入れて、マラヤ大学学生の結婚と
出生に関する意識を再考するものでもある。
　
１．東アジアの結婚と出生
　2000年代初め、それまでは「皆婚社会」が当たり
前であったアジアのほとんどの社会で、結婚の状況
が大きく変化してきたことが指摘された。1970年か
ら1990年の変化を30代前半の女性の未婚率によって
見ると、例えば台湾では２％から11％へ、 タイでは
８％から14％へ、半島部マレーシアでは６％から
15％へ上昇というトレンドが観察された。このよう
な未婚率の上昇という変化は、多かれ少なかれアジ
アの多くの国で観察されていた。とりわけ、東南ア
ジアの華人系人口については「結婚からの大いなる
逃避」という言葉でこの傾向が指摘されたが、この
ような特定の人口グループを超えて、タイやミャン
マー、さらにブルネイやシンガポール、マレーシア
のマレー系の人口グループに対しても一般化できる
ような表現となっていると言われていたのである。
また、特に大都市部でその傾向が強く、40歳代後半
での未婚率も上昇し、単なる晩婚化だけでなく生涯
未婚率が上昇していることが示された。４
　アジアの国々は、1950年代から21世紀にかけて著
しい人口増加に直面し、1950年代前半には、「東ア
ジア」全体で年率２％前後の高い増加率を示した。
東南アジアでは「人口爆発と呼ばれたほどに激しい」
増加を経験した国もあったほどである。このような
人口増加の趨勢も東アジアでは1970年代頃までで収
まり、また東南アジアでも1980年代頃までみられた
人口の爆発的増加も収束に向かっている。５
　国連の2015年の「世界人口予測」によると、６アジ
ア全体の合計出生率（合計特殊出生率）は、1970-
75年段階の5.06から2000－2005年段階の2.39まで低
下し、2010－2015年段階に至ると人口置換水準に近
い2.20まで低下したものと推計されている。アジア
には前述のような「超少子化国」もあれば、依然と
して高い出生力を持った国々も存在しているが、対
象としている「東アジア」では半数以上の国にお
いて、人口減少のひとつの要因となる、人口置換
水準を下回るレベルの合計出生率が推計されてい
る（2010－2015年段階）。それらは以下の通りであ
り、中国（1.55）、香港（1.20）、韓国（1.26）、北朝
鮮（2.00）、日本（1.40）、ブルネイ（1.90）、カンボ
ジア（2.70）、インドネシア（2.50）、ラオス（3.10）、
マレーシア（1.97）、ミャンマー（2.25）、フィリピ
ン（3.04）、シンガポール（1.23）、タイ（1.53）、ベ
トナム（1.96）と報告されている。カンボジア、ラ
オス、フィリピン、インドネシアを例外とすれば、「東
アジア」では、少子化の動向は、アジア全体よりも
一層強く表れているのである。
　「東アジア」では未婚化や晩婚化が進行している
こと、および低出生率への変化を看て取ることがで
き、マレーシアでも後述するように未婚化や晩婚化
が進行している。因みに、2004年の「世界人口予測」
では、マレーシアの合計出生率は2015－2020年段階
2.19、2030－2035年段階1.85、したがって人口置換
水準以下になるのは、2030年前後と推計されていた。
しかし、2015年の「世界人口予測」では、2010-
2015年段階で既に1.97と推計されており、10年前の
予測よりも早い段階で、人口置換水準以下になった
ことになる。次節では、マレーシアの結婚と出生の
状況をより詳しく確認してみよう。
２．マレーシアの結婚と出生
　マラヤ大学学生意識調査の結果を紹介する前
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に、マレーシア社会の基本的構造を人口統計や政府
統計を利用して、概観しておきたい。マレーシア
は、1957年にイギリス領マラヤ連邦が独立した後
に、1963年にシンガポール、ボルネオ島のサバ、サ
ラワクを加えて、マレーシアとして独立した。しか
し、1965年にシンガポールが分離独立し、現在に至っ
ている。立憲君主制国家であるが、実質的には首相
を最高指導者とする議会制民主主義国家として運営
されている。国王はスルタン（イスラームの首長）
を擁する９つの州から互選で選ぶことになっており、
任期は５年である。国土は、マレー半島の西マレー
シア、ボルネオ島の東マレーシアからなり、面積は
33万平方キロメートルである。
　マレーシアの人口は、人口住宅センサスによれば、
1980年1300万、2010年2800万であり、人口増加率は、
これまで２％を超えており、今後もしばらくは人口
増加が継続するものと考えられる（表１）。2015年
の「世界人口予測」によると、2015年のマレーシア
人口は、3000万であるが、2050年には4000万と推計
されている。一方、平均世帯規模は、一貫して縮小
しており、2000年には、世帯あたり4.62人であった
が、2010年には4.31人まで低下した。この背景には、
出生率の低下があり、粗出生率は、1980年の30.6か
ら2010年には17.2となり、合計出生率も同期間中に、
4.0から2.1まで低下している（表２）。
　マレーシアの社会経済状況をみると、一人あたり
のGDPは、1987年から2005年の間にほぼ倍増し、７
2014年現在は、11,200米ドルで、シンガポール、ブ
ルネイに次ぐ水準にある。８産業構造も大きく変化
してきており、1970年から2000年の間に、農業従事
者は50％強から15％まで低下し、製造業従事者は
８％から29％へ増加し、都市人口率も同期間中に
28％から62％に上昇している。９
（１）結婚
　マレーシアの結婚パタンの変化は著しい。1970
年と2000年の男女初婚平均年齢を見ると、男性が
25.5歳から28.6歳に、女性が22.0歳から25.1歳へと
上昇した。また同期間の25-29歳の男女の未婚率も
大きく増加し、男性では 32％から54％へ、女性で
は13％から29％へと２倍以上になった。結婚行動を
みると、民族間や地域による違いは存在するものの、
全般的傾向としては結婚年齢の上昇と未婚率の上昇
を指摘することができる。10
　マレーシアにおける晩婚化と未婚率の上昇は、教
育水準の上昇と女性の労働力参加、およびライフス
タイルの変化もその背景にあるとされており、これ
ら晩婚化や未婚化という結婚パタンの変化は継続的
なものとなると考えられている。初婚年齢や未婚率
を民族別に集計した結果では、マレー系の初婚年齢
が相対的に若いこと、未婚率が相対的に低いことが
指摘できる。11因みに、民族別の初婚年齢に関する
変化を1970年から2000年について確認すると、表３
のとおりである。３つの民族ともに、初婚年齢は上
昇傾向にあるが、男女ともにマレー系、インド系、
華人系の順に相対的に若いことが指摘できる。12こ
のような結婚行動における民族別の結婚年齢や未婚
率の格差は、出生タイミングや出生数にも影響を与
えることになろう。
　ところで、学歴別・民族別・性別に、初婚年齢を
集計して見ると、1991年では、いずれの民族・性に
おいても、高学歴ほど初婚年齢は高いことが明らか
であったが、2000年には様相が変化している。マレー
系とインド系の女性の初婚年齢に関して、学歴によ
る年齢格差が非常に小さくなったことが驚きをもっ
て指摘されている。これについては、マレー系、イ
表１．マレーシアの人口構造
西暦年 人口 年増加率（％） 性比 平均世帯規模（人）
1980 13,136,109 n/a 101 5.22
1991 17,563,420 2.64 102 4.92
2000 22,198,276 2.60 103 4.62
2010 27,565,821 2.17 105 4.31
資料：
Department of Statistics, Malaysia, Population and Housing Census 
表1．マレーシアの人口構造
of Malaysia 2010:Preliminary Count report,Nov.2010
表２．マレーシアの人口動態統計
西暦年 粗出生率 粗死亡率 合計出生率 参考：日本の合計出生率
1980 30.6 5.3 4.0 1.75
1991 27.6 4.5 3.4 1.53
2000 23.4 4.5 3.0 1.36
2005 18.5 4.5 2.4 1.26
2010 17.2 4.6 2.1 1.39
2012 17.2 4.6 2.1 1.41
2013 n/a n/a n/a 1.43
資料：
Department of Statistics, Malaysia, Population Statistics(time siries pop 
Malaysia.pdf）, 厚生労働省、人口動態総覧の年次推移 （http://www.mhlw.go.
jp/toukei/saikin/hw/jinkou/suikei14/dl/toukeihyo.pdf）,2015年8月28日参照。
表2．マレーシアの人口動態統計
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ンド系女性の社会経済的地位の上昇、つまり高学歴
化が女性にとっても当たり前の事となってきたこと
が影響していると考えられている（表４）。13
　マレーシアの人口住宅センサスによる分析では、
その後の平均初婚年齢の動向は男女で異なり、2000
年と2010年を比較すると、男性では28.6歳から28.0
歳へ低下し、女性では25.1歳から25.7歳へ上昇して
いると報告されているが、14 現段階ではその影響や
要因の分析はまだ行われていない。
（２）出生
　マレーシア全体の合計出生率については、2015年
の「世界人口予測」では、2.45（2000－2005年段階）、
2.07（2005－2010年段階）、1.97（2010－2015年段階）
という変化が推計されている。
　以下では、マレーシアの出生に関する推移を改め
て振り返ってみたい。15 多民族国家マレーシアでは、
民族ごとの出生率格差が顕著であり、1967/1997年
の出生率を確認してみると、マレー系は、5.4/3.8、
華人系は、5.2/2.5、インド系は6.4/2.6という格差
がある。16このような出生率格差は、社会・文化的、
宗教的、経済的・政治的ファクターなどの複合的な
要因によって規定されている。例えば、現在のマ
レー系に見られる出生率の相対的高さは、社会・文
化的および宗教的ファクター（イスラーム）等だけ
によって説明されるのではなく、「ブミプトラ政策」
による就業、就学などにおけるマレー系優遇政策が
影響しており、経済的・政治的ファクターの効果と
して説明できるであろう。これに対して、華人系や
インド系は、もともと都市部居住の割合が高いため
に、都市部での就業を選択する傾向があり、したがっ
て育児の機会コストが相対的に高くなる。このため、
より効果的（あるいは近代的）な避妊方法の使用が
高率であると同時に、未婚化・晩婚化を促進してい
ると考えられる。
　とはいえマレーシアにおける教育水準の上昇、都
市化、産業化、女性の労働力参加などの、いわゆる
近代化という大きな社会変動は、前述した国連の推
計などにも現れているように、すべての民族を通じ
て出生率の低下をもたらしており、今後も社会全体
の出生率低下は継続するものと推計されている。現
在のところマレー系の出生率が高いが、イラン、イ
ンドネシア、バングラデシュの出生率低下に見られ
るように、17宗教的ファクター（イスラーム）の影
響力は弱まっていると考えられる。社会・経済発展
にともなってマレーシア国内のイスラーム規範が強
いといわれる半島マレーシア東部のクランタン、ト
レンガヌ両州でも合計出生率は低下していくとも予
測されている。18同様に、華人系、インド系の出生
率も低下すると見込まれており、とくに教育水準の
上昇が大きな効果を持ち、先にみた未婚化・晩婚化
を通じて出生率低下に寄与するであろう。
　マレーシアの結婚と出生についてまとめると、全
般として未婚化・晩婚化と、出生率低下の流れは避
けがたいと思われる。しかし、結婚と出生の民族間
格差については継続する可能性があろう。1990年代
半ばの予測では、2021年までにブミプトラ（原住民
及びマレー系を含むマレーシア人）が全人口の70％
を占めることになり、華人系やインド系の比率が
それぞれ21％と６％に低下するものとされていた
（1991年には、各比率は61％、28％、8％）。19そして、
表３．平均初婚年齢
表４．平均初婚年齢（学歴･性･民族別）　1991/2000年
表3．平均初婚年齢
男 女 男 女 男 女
1970 24.7 21.0 27.4 24.2 25.0 21.7
1980 26.7 23.2 28.2 25.1 26.8 24.2
1991 27.5 24.6 29.8 26.3 28.3 25.5
2000 27.9 24.8 30.6 27.0 28.8 25.4
資料：
Tey Nai Peng, Understanding marriage and divorce trends in 
Peninsular Malaysia, Changing Marriage Patterns in Southeast
Asia
 
Jones, G. et.al. eds,),2011. Table 10.1
西暦年 マレー系 華人系 インド系
表4．平均初婚年齢（学歴･性･民族別）　1991/2 0年
男 女 男 女 男 女
1991
合計 27.5 24.6 29.8 26.3 28.3 25.5
初等 27.1 22.6 29.7 23.6 26.7 23.3
中等 27.3 24.6 29.9 26.3 29.1 25.6
高等 27.3 27.5 30.1 29.4 29.5 29.4
2000
合計 27.9 24.8 30.6 27.0 28.8 25.4
初等 28.9 23.1 31.3 23.8 27.4 22.8
中等 27.7 23.8 30.6 25.5 28.6 24.5
高等 27.7 25.5 30.4 29.1 30.1 24.1
資料：
合計欄
Tey Nai Peng, Understanding marriage and divorce trends in Peninsular  
Malaysia, Changing Marriage Patterns in Southeast Asia  
Table 10.1
学歴別
Tey Nai Peng, Trends in Delayed and Non-Marriage in Peninsular 
Malaysia, 3-3, 2007,Asian Population Studies, Table3．P.248
1991年・2000年の人口センサス２％サンプルデータからの集計
(Jones, 
G. et.al. eds,),2011.
西暦年･学歴 マレー系 華人系 インド系
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最新の2010年人口住宅センサス結果による民族別の
構成比は、ブミプトラ67.4％、華人系24.6％、イン
ド系7.3％へと変化しており、20その予測にそった推
移となっている。
３．マラヤ大学学生の結婚と出生
（１）意識調査の概要
　本稿で紹介する調査データは、1997年度に開始し
たマレーシアの首都クアラルンプル所在のマラヤ大
学学生意識調査によるものである。本調査は、ほぼ
毎年度実施されており、早稲田大学人間科学部の専
門ゼミの調査実習の一環として、教員・学生による
企画から実査、まとめと報告まで、一年間のゼミの
中で完結するものである。1997年度の調査は、質問
項目に関するガイドラインを使用した英語によるイ
ンタビュー調査であるが、それ以降は、原則として
英語の質問紙を利用した他記式調査である。ただし、
2010年度の調査は自記式調査として実施した。表５
にこれまでの調査主題と調査日程、回答者数、調査
参加学生数をまとめ、表６には、複数回の調査で取
り上げられた主要な質問項目を列挙し、調査年度を
明記した。
　調査方法は、英語の質問紙を使用した個別面接調
査であり、対象者抽出は機縁法により、キャンパス
内で声をかけ、調査に応じてくれた学生を対象とす
る有意抽出法である。マレーシアは、マレー系、華
人系、インド系、その他の土着の民族系などからな
る、多民族国家である。そこで、対象者抽出に当
たっては、いわばクォータ法に近い手法をとり、マ
レーシアの民族別人口の比率を参照しながら、各民
族の抽出数を教員がコントロールして、回答者数の
性別や民族別の偏りを出来るだけなくすようにして
きた。学生調査員の自由な抽出に任せると、調査に
応じてくれやすい女子学生や、声をかけやすい華人
系の学生の数が多くなる傾向がみられるため、抽出
する学生の属性を指示するようにしたのである。本
調査は、無作為抽出法を採用しておらず、またマラ
ヤ大学学生を代表するようなサンプリングに基づく
調査は、マラヤ大学の学生個人情報提供の制限、時
間やコストの面から不可能であり、本調査の分析結
果は、その意味で限界を有している。しかし、前述
したように、継続して採用している質問項目があり、
民族別に調査結果の分析をすることに意義を見いだ
し、民族別意識の経年変化を捉えることを意図した。
　16年分の調査回答者の数は、各年の調査員である
学生数によって左右されており、最小は調査１年
目の42名、最大は調査14年目の358名である。なお、
2010年度の調査は、われわれ教員・学生が、現地に
赴いて実施されたものではない。事情により、実査
はマラヤ大学教員に委託しており、調査方法は、集
合調査法かつ自記式調査を採用している。そのため、
男女比や民族別構成において、他の年度とは大きな
違いがあることをあらかじめ指摘しておきたい。
　回答者の男女比は、サンプリング方法に影響され
て、年度によってバラツキがあるが、ほぼ半々であ
る年度が多いとは言えよう。回答者の平均年齢は、
およそ20～21歳の範囲にある。民族別の構成も大
　　　　　　　　　　　　　表5．　調査の概要　－1997年～2014年－
数生学加参数者答回程日査調題表の査調
Social Survey on Lifestyle of UM Students in Kuala Lumpur, Malaysia 1997年10月30日～11月3日 42人 4人
Social Survey on Family and Household of UM Students in Kuala Lumpur, Malaysia 1999年11月4日～11月9日 124人 10人
1～日4月11年00020002 rupmuL alauK ni stnedutS MU fo yevruS egairraM 1月9日 205人 7人
月11～日8月11年10021002 rupmuL alauK ni stnedutS MU fo yevruS redneG 13日 125人 6人
Gender and Sexuality Survey of UM Students in Kuala Lumpur 2002 2002年10月31日～11月5日 279人 7人
Nation and Race (Ethnicity) Survey of UM Students in Kuala Lumpur 2003 2003年11月12日～11月18日 218人 11人
月9～日2月9年40024002 rupmuL alauK ni stnedutS MU fo yevruS egairraM 9日 317人 10人
月9～日7月9年50025002 rupmuL alauK ni stnedutS MU fo yevruS egairraM 13日 223人 7人
Youth　Culture, Life Survey of UM Students in Kuala Lumpur 2006 2006年8月23日～8月30日 290人 13人
Lifestyle,Ethnicity,Abundance Survey of UM Students in Kuala Lumpur 2007 2007年8月23日～8月30日 333人 13人
Environments and Life Survey of UM Students in Kuala Lumpur 2008 2008年8月28日～9月3日 245人 13人
Culture and Lifestyle Survey of University Students in Kuala Lumpur 2009 2009年8月27日〜9月2日 229人 12人
Multicultural Society Survey of University Students in Kuala Lumpur 2010 2010年10月1日〜10月31日 203人 6人
Survey on Family in the Multi-Cultural Society of UM Students in Kuala Lumpur 2012 2012年9月18日〜9月21日 358人 10人
Survey on Ethnicity and Religion among UM Students in Kuala Lumpur 2013 2013年9月9日〜9月12日 355人 10人
Survey on Ethnicity and Religion among UM Students in Kuala Lumpur 2014 2014年9月8日〜9月12日 345人 10人
資料：マラヤ大学学生意識調査・調査結果より、筆者作成。
表５．調査の概要　－1997年～2014年－
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きなバラツキがあることは、別表のとおりである（表
７）。
　世帯規模について、大半の調査では世帯に属する
成員の有無を個別に確認する方式となっており、必
ずしも世帯人数を集計する事を行わなかった。しか
し、2007年度からの３カ年の調査では、世帯人数に
関する調査項目を設けており、ここでは当該デー
タを紹介する（表８）。世帯人数は、2007年の7.05
人、2008年の6.87人、2009年の5.90人となっている。
2010年のマレーシア人口住宅センサスによれば、平
均世帯人数は、4.31人であり、調査回答者の世帯は、
各年ともこの数値を大きく上回っている。われわれ
の調査では、いわゆる家族だけでなく、親族等で世
帯に同居する人員も含めていることが影響している
ものと思われる。全体の平均世帯人数の増減はある
ものの、３年度ともに、マレー系の世帯人数がもっ
とも多く、6.4人から7.5人という規模である。一方、
華人系の世帯人数がもっとも少なく、マレー系との
差は歴然としている。
　　　　　　　　　
西暦 性 年齢 民族 兄弟姉妹の数
父の
職業 出身州 収入
結婚希
望年齢
希望
子供数
配偶選
択条件
他民族と
の結婚
ライフ
コース
生活
目標
アイデン
ティティ
働く
意味 PC所有
携帯
所有
生活
水準
生活
満足度
国家・民
族利益
好きな
国・嫌い
な国
1997 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1999 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○○○○○○1002
○○○○○○2002
○○○○○○○○○○3002
2004 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2005 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2006 ○○○○○○○○○○○○
2007 ○○○○○○○○○○○○○
2008 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○
2009 ○○○○○○○○○○○○
2010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2012 ○○○○○○○○○○ ○
2013 ○○○○○○○○○○○○○○○
2014 ○○○○○○○○○○○
資料：マラヤ大学学生意識調査・調査票より筆者作成。
表6．UM調査項目　1997年～2014年
マレー系 華人系 インド系 その他 計
1997 31.0 69.8   42 n/a 33.3 38.1 11.9 16.7 100
1999 53.2 46.8 124 n/a 44.4 40.3 8.1 7.3 100
2000 48.8 51.2 205 n/a 43.9 33.7 11.2 11.2 100
2001 47.2 52.8 125 n/a 49.6 27.2 13.6 9.6 100
2002 49.5 50.5 279 n/a 60.9 25.8 4.7 8.6 100
2003 48.6 51.4 218 n/a 46.8 35.8 10.1 7.3 100
2004 48.9 51.1 317 21.3 51.7 32.3 12.0 4.1 100
2005 49.8 50.2 223 20.9 51.6 33.6 10.3 4.5 100
2006 42.4 57.6 290 20.8 56.6 33.8 7.9 1.7 100
2007 56.5 43.5 333 21.0 59.5 29.7 7.8 3.0 100
2008 53.5 46.5 245 21.0 53.1 34.7 7.8 4.5 100
2009 40.6 59.4 229 20.4 47.2 37.6 11.8 3.5 100
2010 30.0 69.5 203 20.9 28.6 65.0 4.9 1.5 100
2012 51.4 48.6 358 20.7 57.0 30.2 10.6 2.2 100
2013 44.5 55.5 355 21.6 45.4 37.5 13.0 4.2 100
2014 49.3 50.7 345 21.2 50.1 32.2 13.0 4.7 100
表７．学生の基本的属性（性、年齢、民族）
調査年 男 女 計（回答者数） 平均年齢
民族別構成比率
資料：マラヤ大学学生意識調査・調査結果より、筆者作成。
マレー系 華人系 インド系 その他 全体
2007 7.45 6.31 6.72 7.30 7.05
2008 7.57 5.93 6.05 7.36 6.87
2009 6.38 5.28 6.00 5.75 5.90
資料：マラヤ大学学生意識調査・調査結果より、筆者作成。
表8．平均世帯人数
調査年 世帯人数
表６．UM調査項目　1997年～2014年
表７．学生の基本的属性（性、年齢、民族）
表８．平均世帯人数
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（２）結婚に関する意識
　大学生の結婚観については、2005年の拙稿におい
て取り上げたので、その結果を紹介しておきたい。21
　2001年の調査では、「結婚するべきか否か」を対
象者全員に尋ねた。「結婚するべき」と「結婚した
方がよい」が、男性については86.4％、女性につい
ては87.2％であった。日本の厚生労働省人口問題研
究所による出生動向基本調査には、日本人の独身者
に結婚意思を問う質問があり、「いずれ結婚するつ
もり」と回答した独身者男女は、1997年と2002年の
調査によると、86～89％の範囲であった。一方、「一
生結婚するつもりはない」との回答は、５～６％ほ
どで、「不詳」は６～８％ほどであった。22具体的な
質問項目は異なるが、マラヤ大学学生の調査と日本
の調査結果からは、「皆婚社会」といわれてきた日
本やマレーシアにおける結婚観を把握することがで
きた。
　マラヤ大学学生の宗教別に回答を集計すると、ほ
とんどがマレー系であるムスリム（イスラーム信者）
では95％ほどが男女ともについて「結婚するべき」
と「結婚した方がよい」と回答したが、華人系が多
い仏教徒とクリスチャンでは男女とも21～26％の
範囲で「結婚しなくともよい」という回答がみられた。
　2004年調査では、本人の結婚意思について「ある
程度の年齢までに結婚するつもり」あるいは「理想
的な相手がみつかるまで結婚しなくてもかまわな
い」のいずれか尋ねてみた結果、前者が35.3％、後
者が64.7％であった。日本の独身者男女に関する出
生動向基本調査では、「結婚するつもり」と回答し
た人のみについて同様の質問をおこなっており、若
干形式が異なる。2002年出生動向基本調査では男性
が「ある程度の年齢までに・・」48.1％と「理想的
な相手が・・」50.5％（不詳1.5％）、女性が43.6％
と55.2％（不詳1.3％）であり、日本の独身者のほ
うがマラヤ大学学生よりも、年齢規範に敏感と思わ
れる。マラヤ大学学生を民族・宗教別に集計すると、
マレー系とムスリムが日本人同様、相対的に年齢規
範に敏感のようである。逆に華人系と仏教徒は「理
想的な相手が・・」と回答する割合が４分の３に達
していることが特徴的であった。
　次に、結婚希望年齢を取り上げる。この項目は、
表９のように2004年から2014年までの間の９年分の
データがある。2003年までの結婚希望年齢のデータ
は、選択肢を用意して回答してもらったので、デー
タの性格が異なるため、本稿では取り上げなかった。
まず、回答者全体の傾向を９年間についてみると、
結婚希望年齢は、ほぼ27歳で安定しており、ほとん
ど変化していない。民族別に見ると、マレー系男性
は低下傾向にあるように見えるが、華人系、インド
系ではあまり変化はない。一方、マレー系女性は横
ばいであるが、華人系女性、インド系女性では若干
上昇しているようにも思われる。
　前述の通り、マレーシア全体の平均初婚年齢は、
2000年と2010年を比較すると、男性では28.6歳から
28.0歳へ低下し、女性では25.1歳から25.7歳へ上昇
しているとの人口住宅センサス結果による報告が
あったが、マラヤ大学学生の結婚希望年齢の動向の
一端がこの変化を反映しているようにも思われる。
（３）出生に関する意識
　マレーシアの合計出生率は現在、2.1（2012年）
である。マラヤ大学学生が希望している子ども数に
ついても９年間の調査データがある（表10）。９年
間を通して、全体の平均は、3.2～4.0人の範囲にあ
る。民族別にみると、いずれの年度についてもマ
レー系が４人を超えているのに対して、華人系、イ
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
2004 28.2 25.9 27.0 29.2 27.6 28.4 28.8 26.5 27.5 28.6 28.0 28.4 27.6
2005 27.0 26.1 26.6 28.4 27.7 28.0 28.1 26.5 27.2 30.0 25.8 27.9 27.2
2006 27.2 25.9 26.5 28.4 27.6 28.0 26.7 26.2 26.4 32.7 25.5 29.8 27.0
2007 27.1 25.8 26.5 28.4 27.5 28.0 28.6 26.6 27.4 26.6 26.2 26.4 27.0
2008 27.3 26.0 26.7 28.9 27.5 28.3 27.1 26.8 26.9 28.4 27.0 28.0 27.3
2009 27.0 25.8 26.3 28.5 27.3 27.9 28.2 26.9 27.2 28.3 27.0 27.6 27.0
2012 26.9 25.4 26.2 29.0 27.6 28.4 28.8 27.2 28.1 28.0 26.0 27.3 27.0
2013 26.4 25.8 26.1 28.5 28.2 28.3 28.6 27.3 27.7 27.8 26.6 27.1 27.2
2014 26.0 26.0 26.0 28.7 28.1 28.4 29.1 27.3 28.2 28.4 27.5 27.9 27.1
資料：マラヤ大学学生意識調査・調査結果より、筆者作成。
全体
表9．結婚希望年齢
調査年 他のそ系ドンイ系人華系ーレマ
表９．結婚希望年齢
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ンド系ともに、平均すると2.5人前後の子ども数を
希望していることが明らかであり、マレー系、ひい
てはムスリムの学生が希望する子ども数の大きさが
際立っている。民族ごとに男女別の希望子ども数を
みると、マレー系、華人系、インド系ともに、男性
のほうが若干、希望子ども数が多い傾向がある。
　マレーシアの平均世帯人数は、前述の通り、4.62
人（2000年）から4.31人（2010年）へと縮小している。
本調査では、2007年から2009年まで世帯人数を確認
できるが、それによると、年順に、7.05人、6.87人、5.90
人であり、かなり世帯規模が大きいことは前述のと
おりで、これらは家族以外の世帯員を含めた結果と
思われる。
　本調査では、希望子ども数とは別に、学生本人が
所属している家族（定位家族）における自分の兄
弟姉妹の数も調べている（表11）。2004年は、1.7人
（兄弟）と1.6人（姉妹）であり、学生本人を含めれ
ば、子ども数は、平均4.3人となる。2008年までは、
ほぼ同程度の兄弟姉妹数が回答されているが、2009
年以降は兄弟数、姉妹数とも少なくなってきてお
り、2013年と2014年のデータでは、兄弟姉妹を合わ
せて2.4人ほどであり、学生本人をふくめれば、子
ども数は、平均3.4人程度であり、2004年と比べれ
ば、一人くらい少ない兄弟姉妹数となった。これは
マレーシア全体の平均世帯人数の減少傾向にそった
変化であるのかも知れない。
　民族別に見ると、兄弟姉妹数が最も多いのは、マ
レー系であり、ついでインド系、華人系という順で
兄弟姉妹数は減少する。2004年の場合、民族別に順
に、兄弟姉妹の合計数は、およそ4.0人、2.7人、2.5
人であり、2014年の調査データでは、順に、およそ
2.6人、2.1人、2.0人と、マレー系と、その他の民族
との格差は減少しており、マレー系の世帯人数の減
少傾向が著しいように考えられる。
まとめにかえて
　マレーシア全体の結婚と出生の動向をふまえて、
マラヤ大学学生の結婚と出生に関する意識と兄弟姉
妹の数などを紹介してきた。本調査のデータは、マ
ラヤ大学学生全体の意識を代表するものとは言え
ないことは初めに述べたとおりである。その上で、
2004年から2014年の連続した調査結果の推移を改め
て確認しておきたい。
　マレーシアにおける高学歴者の平均初婚年齢を見
ると、マレー系が華人系、インド系に比して若いこ
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
2004 4.4 4.0 4.2 2.9 2.5 2.7 3.0 3.2 3.1 4.6 3.4 4.2 3.6
2005 4.3 3.8 4.0 2.9 2.7 2.8 2.9 2.8 2.8 4.4 3.4 3.9 3.5
2006 4.7 4.0 4.3 2.5 2.5 2.5 2.3 2.1 2.2 3.7 3.5 3.6 3.5
2007 4.9 4.2 4.6 3.1 2.4 2.8 3.2 2.4 2.7 6.4 3.0 4.7 4.0
2008 4.2 4.1 4.2 2.5 2.2 2.4 2.6 2.3 2.4 3.8 3.7 3.7 3.4
2009 4.6 3.9 4.2 2.7 2.3 2.5 2.7 2.4 2.4 3.3 3.0 3.1 3.3
2012 4.2 4.1 4.2 2.4 2.2 2.3 2.6 2.3 2.5 4.4 3.8 4.2 3.4
2013 3.9 4.1 4.0 2.5 2.4 2.5 2.7 2.2 2.4 4.6 3.2 3.7 3.2
2014 4.6 3.9 4.2 2.5 2.2 2.3 2.5 2.2 2.3 3.8 4.0 3.9 3.4
資料：マラヤ大学学生意識調査・調査結果より、筆者作成。
全体
表10．希望する子どもの数
調査年 他のそ系ドンイ系人華系ーレマ
マレー系 華人系 インド系 その他 全体 マレー系 華人系 インド系 その他 全体
2004 1.96 1.39 1.39 2.69 1.7 1.99 1.12 1.32 1.23 1.6
2005 1.98 1.16 1.52 2.20 1.7 1.89 1.52 1.22 1.40 1.7
2006 2.04 1.14 1.22 2.00 1.67 1.96 1.49 1.30 2.40 1.76
2007 1.97 1.35 1.73 2.30 1.78 1.91 1.26 1.27 1.70 1.66
2008 2.17 1.08 1.11 1.80 1.69 1.89 1.34 1.84 1.80 1.69
2009 1.56 1.12 1.24 1.63 1.36 1.78 1.08 1.60 1.00 1.47
2012 1.62 1.00 0.92 1.00 1.35 1.60 1.04 1.30 0.88 1.38
2013 1.50 0.94 0.82 1.38 1.19 1.44 1.10 1.05 0.85 1.23
2014 1.37 1.11 0.89 1.00 1.21 1.25 0.97 1.16 1.38 1.15
資料：マラヤ大学学生意識調査・調査結果より、筆者作成。
調査年 兄弟の数 姉妹の数
表11．兄弟姉妹の数
0 する子どもの数
表11．兄 妹の数
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とは明らかである。本調査における結婚希望年齢に
おいても、同様の傾向がはっきりと現れており、マ
レー系は若年での結婚を希望している。更に2004年
から2014年までの推移を見ると、マレー系が若干な
がら若年化の傾向があるのに対して、華人系、イン
ド系では，横ばい、あるいはやや高年齢化の傾向が
見られることが指摘できる。結婚希望年齢に関する
調査結果という限定付きであるが、マレー系のマラ
ヤ大学学生の場合は、晩婚化とは無縁ということで
あろう。
　マレーシア全体の平均世帯人数は、減少傾向にあ
り、国連の推計もこの傾向が継続するものとしてい
る。マレーシアにおける民族別の世帯人数は、2010
年の人口住宅センサスでは把握できないが、結婚や
出生に関するデータ全体から見れば，マレー系の世
帯人数はもっとも多いことが考えられる。本調査の
回答結果の集計からみた平均世帯人数によると、マ
レー系、インド系、華人系の順に人数が多かった。
　マラヤ大学学生が回答した「希望する子どもの
数」には、民族別に大きな格差があり、マレー系が
４人以上に対して、華人系、インド系ともに2.5人
前後という数であった。そして、これらの数は10年
間にわたりあまり変化がないのである。さらに、学
生の兄弟姉妹数をみると、ここでもマレー系がもっ
とも多いことが示されていた。ただし、すべての民
族について言えることだが、2012年以降の調査結果
からみると、マレー系の兄弟姉妹数も含めて回答者
全体の兄弟姉妹数の合計は減少傾向にあった。以上
のことから、希望する子どもの数に関する調査結果
という限定付きであるが、マレー系のマラヤ大学学
生の場合は、少子化とは今のところ無縁のようであ
る。とはいえ、兄弟姉妹数の減少から見ると、マレー
系もふくめ学生自身が所属する家族の人数は、減少
している傾向がありそうだ。
　以上のことから、マラヤ大学学生の結婚と出生に
関する意識の調査結果から見る限り、高学歴者にお
いても民族別の結婚や出生に関する格差は継続する
ことが考えられる。マレー系の大学生たちの相対的
に若い結婚希望年齢と、彼らが希望する子どもの数
が相対的に多いことから考えると、近い将来にわ
たってマレー系の家族人数ひいてはマレー系の人口
が華人系やインド系に対して相対的に多くなるとい
う状況は、高学歴者の家族においても継続するとい
うことが考えられるのである。
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